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可換環R と群G を与えた時G をガロア群にもつ拡大環A を構成するという問題は色々な人達によっ
て調べられてきたがいわゆる normal basis theorem に影響され特殊な条件下でなければ十分な結果
は得られなかった。しかし normal basis theoremは群環特有のRG-加群としての同型HOIlla (RG ，R) 
二 RG が重要な働きをしていることに注目し， dual normal basis theoremの立場から参考論文Non­
-commutative Hopf Galois extensions で定義された多元環Aがホップ多元環H を作用環として持
つ Rのホップガロア拡大である場合をこの論文で、は扱っている。具体的には，まず~ 1 で若干の条件
のもとでA =H*@HP なる分解が得られ，さらにこのとき P は Pic-valued Harrison 1-cocy le' とな
ることを示した。 S2 で、は dual normal basis をもっホップガロア拡大の同型類全体がUnit-valued
Harrison 2-cohomology gronp と同型であることを示した。 S 3 ではPic-valued Harrison 1-co・
cycle Pから unit-val ued Harrs ion 3-cocyc le u( P) を作り， A=H*②HPがホップガロア拡大となる
必要十分条件は u(P) がcoboundaryで、あることを証明した。 S 4 では Hが可換のときホップガロア拡
大の同型類全体Gal(H ， R) に abel群の構造が自然に入ることを示した。以上を完全系列の形で述べる
と 0 • DN(H ,R) • Gal(H , R) • H1(H ,Pic)• H3(H , U) (完全)
1 
H 3(H, U) 
但し， DN(H ， R)は dual normal basis をもっホップガロア拡大の同型類全体。
なおAppendixで、は最近服部昭氏によって導入されたコホモロジーを Harrison コホモロジーの場合






ろな拡張が試みられてきている。横川君は参考論文において Co-commutative なホップ多元環H に対
して， H-ホップガロア拡大の概念を定義し， Chase-Sweedlerや神崎等によるガロア理論の拡張を与
えた。本論文では，まず A が可換環RのHーホップガロア拡大であるとき，ある条件のもとでAのH-加
群としての構造を考察し，次の分解が成り立つことを示している: HA::::H*⑧HP. ここで H* =HomR 
(H ， R) はHの dual で， Pは有限生成な H-射影加群でH⑧RH-加群としてP⑧RP::::(H③RH)⑧HPとなるも
のである。特に Hが群環や可換なホップ多元環のときは最初の条件がみたされていて，この結果が適




考察し，特に H が可換なとき， Hーホップガロア拡大の同型類全体Gal(H ， R) にアーベル群としての構
造が自然に入って，次の完全系列がえられることを示している:
0 • DN(H ,R) • Gal(H ,R) • H 1(H ,Pic) • H3 (H , U) 
ここでDN(H ， R)は A::::げとなる Hーホップガロア拡大 Aの同型類全体を表し， H 1 (H ， Pic)は Pic valu-
ed Harrison l-cohomology group を. H 3(H , U) は unit valued Harrison 3-cohomology group を
表している。
以上のように，本論文は一般化されたガロア拡大の理論における重要な結果を含むものであり，理
学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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